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１．概要（Summary） 

余剰受容体の定量化計測を目的として、細胞トラッ

プ・薬剤刺激機構を有したマイクロ流体デバイスの開

発に取り組んだ。フォトリソグラフィー関連装置を利

用し、細胞トラップ用マイクロオリフィスアレイを有

する SU-8 シート構造および PDMS マイクロ流路を

作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 マスクレス露光装置（大日本科研社製、 MX-1204）、マ

スクアライナ（ミカサ社製、 MA-10）、スピンコータ(ミカサ

社製、 1H-DX2)、走査電子顕微鏡（EDS 付き）（JEOL

社製、 JSM-6060-EDS）、反応性イオンエッチング装置

(サムコ社製、RIE-10NR) 

 

【実験方法】 

 流 路 構 造 は SU-8 を パ タ ー ニ ン グ し た 鋳 型 に

PDMS(polydimethylsiloxane)をモールディングするこ

とで製作した。細胞を捕捉する SU-8 シート構造は Si 基

板 上 に 犠 牲 層 と し て OmnicoatTM(Micro chemical 

INC.)を塗布した後、マスクアライナを用いて SU-8 で薄

膜構造を製作した後、2 層目の SU-8 をパターニングしサ

ポート層を形成した。その後、犠牲層を溶解することにより

シートを Si 基板から剥離させた。SU-8 構造に残渣が存

在したため、反応性イオンエッチング装置(サムコ社製、 

RIE-10NR)を使用して O2 アッシングをすることで除去し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

SU-8 構造に O2 アッシングを 100 SCCM/20 Pa/100 

W/10 min で行うことで円形構造間の残渣が除去された

（Fig. 1）。 

 

  

Fig. 1 SU-8 ashing (Left：  SU 8 structure before 

(left) and after (right) O2 plasma treatment) 
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